
令和4年3月1日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。
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【これまでの取組】
・栄養教諭が各学年で食育の授業を
行うとともに昼の放送を使って食に関
する情報を生徒に提供し「食育」の推
進に努めることができた
・全教員が部活動の顧問となり多くの
生徒に活動の機会を与え部活動の
活性化を図ることができた
・今年度コロナ感染予防の万全な体
制で運動会を開催し一人の感染者も
出さなかった　保護者からの評価も
高かった
・学年通信、ホームページ等で地域・
保護者に学校の情報や生徒の様子
などを発信することができた
【今後の改善策】
・今年度もコロナの影響で行事や地
域での活動が制限されたができる限
りの感染予防策をとった上で学校行
事や部活動が行えるように計画する
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3

生徒アンケートで授業
中は、学習に集中して
取り組んでいるが50％
未満である。

0

0

「御園中プライド」を合い言葉に「挨拶と笑顔が自慢」「思いやりの心をもつ」「保護者・地域の信頼に応える」「教職員の創意の発揮と協力体制の充実」の教育活動を推進する。
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令和３年度　大田区立御園中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ちた
豊かな心を
はぐくみま
す。
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目標に対する成果指標

２：

おおむねできたと回答
する教員が８５％以上
であった。
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学校関係者記入欄

7

2

おおむねできたと回答
する教員が７５％以上
であった。

おおむねできたと回答
する教員が５０％未満
であった。

0

0

学校支援地域本部と連携するなどして、
地域力を生かした特色ある教育活動を実
践する。

地域教育連絡協議会において、児童・生
徒の変容等の具体的な資料を作成して、
評価に必要な学校の情報を適切に提供
し、適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等を
ホームページ等で公開及び更新すること
により、積極的に情報を発信する。
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進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを作
ります。
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○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

【これまでの取組】
・公開すべき必要な学校の情報は
ホームページを活用して発信し定期
的に更新にも力を入れている
・緊急の情報発信には学校緊急メー
ルを活用して情報の発信をすること
ができた
・地域教育連絡協議会を年３回開催
し学校の状況や生徒の変容等を適
切に提供し適正な評価を受けること
ができた
・土曜補習教室は例年通り学校支援
地域本部と連携し教育活動を実践す
ることができた

【今後の改善策】
・今年度もコロナの影響で各種地域と
の参画ができなかったが今後コロナ
が終息した際には学校や生徒が積
極的に参加できるような地域行事の
計画を立てるようにしておく

・地域とのつながりは、時代背景によって大きく変化していくと
思うが、将来の社会生活を子どもたちがイメージできるきっか
けとして関わる意義は大きいのではないかと思う。
・コロナの影響で地域行事ができない状況ですので、なかな
かこの点に関しては難しいですが、学校と地域の連携にもう
少し家庭が保護者が積極的に関わっていく必要があると感じ
ました。
・コロナ禍で当たり前のことが当たり前にできない状況の中、
ＨＰ等を活用して情報提供できたことは評価したい。学校側の
今後への意欲に対しても期待している。
・他の箇所は例年より改善が図られているが、地域教育連絡
協議会に関してのみ納得できない。過去に教員の前でみその
学校サポートを含め地域の取り組みを説明したことがあるが、
繰り返し伝えないと理解してもらえないことを認識した。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価
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3

４：

４：

４：

１：

3

３：

２：

Ａ

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

3

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施す
る。
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３：

２：

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

生徒アンケートで授業
中は、学習に集中して
取り組んでいるが80％
以上である。

生徒アンケートで授業
中は、学習に集中して
取り組んでいるが75％
以上である。

生徒アンケートで授業
中は、学習に集中して
取り組んでいるが50％
以上である。

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

3

3

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の向
上など、生涯
にわたって健
康増進を図る
意識の向上
をめざしま
す。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見等のための取組
を実施する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内研修
等を実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行
う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望ま
しい生活習慣についての意識啓発を行う。

・土曜教室では毎回講師からのコメントを基に「講師の声掛
け」の共有等、みその学校サポートでできることを検討し続け
ている。例えば個別の発音指導を提案したところ一人でも積
極的に受ける生徒もいて自主性が高まっていると感じた。
・なぜ学ぶのか、どんなところが魅力的なのかを掘り下げるこ
とで好きになるきっかけにならないかと思います。
・自分もそうだったが、何となく理解したつもりになり本当の理
解ができていない場合が多かったように思う。
・放課後補習、土曜教室については、部活動との兼ね合いも
含め、先生方とサポートの方々の連携が必要ではないかと思
いました。
・少人数授業を充実させていくことで生徒の学習意欲が増す
ことを期待している。

【これまでの取組】
・数学と英語は習熟度別少人数指導
で生徒の学力に応じた指導により低
学力の生徒の力がつきはじめた
・学習補助員による放課後補習と土
曜教室を定期的に行い学力下位層を
中心に基礎学力の定着が図れた
・年２回の三者面談で生徒個々の学
習のつまずきを確認し生徒に合った
学習方法を生徒保護者に提案し実践
させた
・ホームページにアップした授業改善
推進プランに即した授業を行うように
指示し各教員に徹底させた

【今後の改善策】
・少人数授業における指導の充実を
図り基礎学力の向上を徹底させる
・各学年とも学力下位層の生徒に対
し、放課後補習と土曜教室への参加
を促し定着できるように指導する
・各教科主任に授業改善推進プラン
に沿った授業が行われているかを報
告させ遅れている教科は指導を入れ
ていく
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4

3

生徒アンケートで「学校
生活が楽しい」80％以
上である。

生徒アンケートで「学校
生活が楽しい」75％以
上である。
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１：

・土曜教室の様子や生徒アンケートからも与えられた環境で
一所懸命に取り組んでいることを把握できて、「自己肯定感」
が健全に育っていると思う。先生は出来栄えに不満かもしれ
ないが、「何が大切か」について、生徒の理解が深まっている
と考えられる。
・道徳性を高める最も重要な年齢であると感じる。
・善悪の判断ができる社会性を身につける最終段階でもある
ように感じる。認められ認めることの機会を多くつくることがで
きるか努めていきたい。
・「学校生活が楽しい」と答える生徒が多いのは、安心できて
良いことだと思います。しかし、御園中学は生徒人数も多くな
い分、もう少し先生が生徒に寄り添える部分もあるのではない
かと思います。
・全教職員一丸となってご尽力されていることは今後に色々な
面で活かされるだろうと期待している。

・劣っている点について対策が練られ表出・共有されているこ
とを評価する。
・健康を支える「食」の大切さを伝えていく関心を高めること
は、心を満たす最大の近道だと思う。更なる継続発展をお願
いしたい。
・部活動の活性化効果は大きいと考えている。更なる活性化
をお願いしたい。
・コロナ禍の現在、それぞれの学校の対応の違いなどが
ニュースになる中、子どものことを一番に考え運動会、学校行
事を積極的に開催していただきとてもありがたいです。
・今年度行事が軒並み中止となる中、運動会を開催して成功
させたことは素晴らしい事である。

・与えられた環境で十二分に取り組んでいる。
・先生方の関係性、子どもたちとの関係性、保護者との関係
性は言うまでもなく、どれかが希薄でも生活できるかもしれな
いが、人間性を高める良質な環境とは言えないと考えている。
オフラインでのつながりがあった上でオンラインを活用できる
のではと感じている。
・このような状況の中、子どもが安全で安心に楽しく学校に行
けて勉強できるのは、教職員の方々のお陰と思っております。
ありがとうございます。
・オンライン授業を導入して、実践して、授業形態の多様化を
図っているのは、今後の変容に対応できる糧となると思うので
評価できる。さらに研修会等を充実させてスキルアップするこ
とに期待している。

3

4

4

3

3

3

【これまでの取組】
・小中一貫教育の充実を図り小学校
からの生徒の家庭環境を含めた情報
交換等を密にし生徒指導に役立てた
・年度当初の職員会議で要配慮・要
支援の生徒の共通理解を図り全教
職員で指導上の注意等を確認した
・生徒指導については生活指導部を
中心に全教職員が共通理解と共通
実践で対応していくことを心がけた
・全教員が道徳授業の研修に努め、
授業は学年学級の枠を越え全教員
で行い全教育活動において実践する
ことを確認し合った
・「いじめ防止基本方針」を全教員に
周知し全教職員で全生徒をみていく
ことを徹底し、年２回の「ふれあい月
間」のアンケートでいじめの早期発見
と早期解決に努めた
・不登校の生徒についてはクラス担
任と学年を中心にこまめに連絡を取
り合うことを徹底した　登校支援員の
力もかり電話連絡だけでなく定期的
な家庭訪問も実施した
【今後の改善策】
・道徳指導の更なる充実のための研
修を今後も続けていく
･いじめの早期発見のため日頃から
生徒の様子を教師として常にアンテ
ナを高く立て生徒を見守っていく
・不登校の生徒と保護者とこまめに
連絡を取り合うこと　電話だけでなく
家庭訪問も定期的に行う

3

4

3

【これまでの取組】
・感染予防策をとり授業公開を実施
し、授業改善に行かすことができた
・オンラインでの授業実践が行われ
るようになった
・昨年以上に研修会等が行われるよ
うになり授業改善に役立った

【今後の改善策】
・タブレットの活用やオンライン授業
の工夫改善が行われるようになった
が教師の自己研鑽と校内での具体
的な研修の必要性が高まってきた
・校内研修の更なる充実を図る
・校内で日常的にお互いの授業参観
をし合う研修を実施して授業力の向
上に努めるようにする
・特別支援教育の研修をサポート
ルームの教員を中心に確実に行い
研修を深めていく

３：

２：

１：

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

４：

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

3

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業
を実施する。

3

3

【これまでの取組】
・年度当初、学校経営方針にコミュニ
ケーション能力・情報活用能力の定
着定め、全ての教育活動で取り組ま
せ実践することを目標とした
・定期考査ごとに教科部会をもち学
習内容の進捗状況を確認させた
・ＩＣＴ機器をより効果的に授業に活用
するためにＩＣＴ教育推進リーダーを
中心にＩＣＴ支援員を活用し全教員に
情報を提供し意欲的な活用を促した
・人権感覚を身につけるための校内
研修を行い全教職員に人権感覚の
重要性を徹底した

【今後の改善策】
・話し合い活動やグループ活動等の
授業形態が少しずつ行えるように
なったのでグループワークや発表な
どの授業を徐々に取り入れて生徒の
能力向上に努める
・校内研修会で論理的、科学的な思
考力を育成するための具体的な指導
方法を研修し各教科で実践していく
・全教科でＩＣＴ支援員の協力を得な
がらタブレットやＩＣＴ機器を活用した
授業を充実させ学力向上に結びつく
ような活用法を研修していく
・体力テストの結果から持久力と瞬発
力が比較的劣っているので毎回の体
育の授業の最初に一定時間の走り
込みを行うように計画する

Ａ 7

・土曜教室にタブレットを持参して生徒複数人で話し合う場面
が見られ、積極的に活用され始めていることを実感している。
・話し合い、グループ活動の過程を重視し特定の生徒に偏ら
ないようにできると効果増大すると考えます。
・ＩＣＴ活用はあくまでツールでありメリット、デメリットについても
意識させていってほしいと思います。
・体力の基として食との関係についても体感できると良いかと
思う。
・学校でのＩＣＴ活用については、積極的に取り組んで頂けてる
と感じます。ただ家庭では、なかなか活用されていないため、
学校でのタブレット活用法、家庭との連絡方法など保護者向
けのタブレット講習会などもあると良いと思いました。子どもが
どのように学校でタブレットを活用しているのか、また学校と
家庭間でもＩＣＴを活用していける状況がつくられれば良いの
ではないかと思いました。
・教職員の意識改革は学校の質の向上につながるので引き
続き実践していってほしい。
・将来を担う子どもたちには個々の考えを相手に伝達できる
論理的思考を身につけてほしいと願っている。

論理的、科学的な思考力の育成を目指
し、「おおたのものづくり」を生かした体験
活動や理数授業等を実施する。

2
３：

Ｂ 2

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

2
１：

Ｄ 0

おおむねできたと回答
する教員が５０％以上
であった。

生徒アンケートで「学校
生活が楽しい」60％以
上である。

生徒アンケートで「学校
生活が楽しい」60％未
満である。

成果が得られたと回答
する教員が9０％以上
であった。

成果が得られたと回答
する教員が85％以上で
あった。

成果が得られたと回答
する教員が６０％以上
であった。

成果が得られたと回答
する教員が６０％未満
であった。

おおむねできたと回答
する教員が６０％未満
であった。

おおむねできたと回答
する教員が７5％以上
であった。

おおむねできたと回答
する教員が６5％以上
であった。

おおむねできたと回答
する教員が５０％以上
であった。

おおむねできたと回答
する教員が５０％未満
であった。

おおむねできたと回答
する教員が８０％以上
であった。

おおむねできたと回答
する教員が７5％以上
であった。

おおむねできたと回答
する教員が６０％以上
であった。


